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総務文教常任委員会会議録 

 

１ 本委員会の開催日時は次のとおりである。 

   平成２８年１１月９日（木）午前９時００分 

２ 本委員会の出席委員は次のとおりである。 

   委 員 長      前島  広紀 君   副委員長      平原  志保 君 

委  員      新橋   実 君   委  員      常盤  信一 君 

委  員      今吉  歳晴 君   委  員      宮内   博 君 

３ 本委員会の欠席委員は次のとおりである。 

   委  員      岡村 一二三 君   委  員      池田   守 君 

４ 委員外議員の出席は次のとおりである。 

   な  し 

５ 傍聴議員の出席は次のとおりである。 

   な  し 

６ 本委員会に出席した説明員は次のとおりである。 

   総務部長      川村  直人 君   危機管理監     徳田   純 君  

安心安全課長    有満  孝二 君   防災Ｇ長      八ケ代 秋吉 君 

隼人地域振興課長  平原  一幸 君    

７ 本委員会の書記は次のとおりである。 

   書  記  徳留  要一 君 

８ 本委員会の付託案件は次のとおりである。 

   【所管事務調査】 １ 隼人ガーデンシティ、龍馬公園付近、関平温泉付近のメガソーラー建

設に伴う防災対策について 

            ２ 隼人姫城地区の雨水排水と防災対策について 

９ 本委員会の概要は次のとおりである。 

 

「開 会  午前 ９時００分」 

○委員長（前島広紀君） 

定足数に達しておりますので，総務文教常任委員会を開会いたします。本日は，事前に通知して

おりました所管事務調査を行います。ここで，委員の皆様にお諮りいたします。本日の会議はお手

元に配付しました会次第に基づき進めたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

［「異議なし」と言う声あり］ 

御異議なしと認めます。それではまず，隼人ガーデンシティ、龍馬公園付近、関平温泉付近のメ

ガソーラー建設に伴う防災対策について及び隼人姫城の雨水排水と防災についての現地調査を行い

ます。ここでしばらく休憩いたします。９時５分に出発しますので，警備員室前にお集まりくださ

い。 

 

「休 憩  午前 ９時０２分」 

「再 開  午後 ２時１５分」 

 

  △ 【所管事務調査】 隼人ガーデンシティ、龍馬公園付近、関平温泉付近のメガソーラー建設

に伴う防災対策について 

 

○委員長（前島広紀君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。ただいまから室内調査を行います。メガソーラーに関する防
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災対策については現地での説明を受けての調査といたしまして，これから集中豪雨などで災害を受

けた地域の防災対策を検討する観点から，去る７月14日の隼人姫城の豪雨災害時の状況などについ

て執行部からの説明を求めます。よろしくお願いします。 

○総務部長（川村直人君） 

本日は防災関連の所管事務調査ということでございます。どうぞよろしくお願いをいたします。

早速，隼人姫城地区における７月14日の大雨時の対応につきまして危機管理監が御説明申し上げま

す。 

○危機管理監（德田 純君） 

７月14日の姫城，日当山地区の豪雨災害時のことについて御説明いたしますます。まず，７月14

日，天降川上流の牧園地区におきまして最大で時間雨量75㎜を記録いたしました。そのときの対応

でございます。前日７月13日の11時26分に大雨洪水警報が発表された後，直ちに各総合支所と安心

安全課との情報連絡体制を敷くとともに建設部や農林水産部，消防局の関係部局と連絡を取れる体

制を確保いたしました。その後，降雨が小康状態になりましたことから当日の13日，20時25分には

洪水警報が一度解除されましたが14日，明け方頃から山間部において，朝頃には平野部において雨

量が多くなり５時20分には再び洪水警報，更に５時30分には土砂災害警戒情報がそれぞれ発表され

ました。このことから５時39分に防災行政無線により土砂災害への警戒と低い土地での河川の増水

や浸水への注意喚起の放送を行うとともに同じ内容を地区自治公民館長へファクシミリで送信し重

ねて注意喚起を行なったところでございます。また降雨状況と県の河川砂防情報システムにより監

視しております天降川の水位が氾濫注意水位を超えて上昇傾向にありましたことから９時30分に災

害警戒本部を設置するとともに天降川流域の国分隼人地区に対し避難準備情報を発したとこでござ

います。14日の豪雨では天降川の氾濫はございませんでしたが，皆様御承知のとおり内水氾濫によ

る床上浸水が28件，床下浸水48件が発生いたしましたことから，後日８月25日でございます。庁内

関係部署が一堂に会し，河川砂防情報システム以外の河川水位の監視報告要領始め内水氾濫の兆候

などの現地からの報告内容及び排水機場の運用要領並びに豪雨が予想されるときの用水路管理など

についての認識統一を行い，適切な時期に的確な避難情報を発令できるよう検討いたしたところで

ございます。なお，被災者の支援等に資するため浸水被害の調査を７月14日の午後から早速行うと

ともに，その結果に基づき衛生対策として消毒作業を実施したところでございます。以上で説明を

終わります。 

○委員長（前島広紀君） 

ただいま説明が終わりました。これから質疑に入りたいと思います。質疑については，最初に午

前中に行いました。メガソーラー建設に伴う防災対策としまして隼人ガーデンシティ，龍馬公園付

近，関平温泉付近のメガソーラー建設に関しまして，所管であります安心安全課に関する防災につ

いての質疑をお願いしたいと思います。 

○委員（宮内 博君） 

メガソーラーについての安心安全課の関わりというのが，どういう部分になるのかなというのは

限定的だろうと思うのですけれども，災害対策という形でどんな庁内議論をしているのかというよ

うなところから少しお聴きをしておきたいと思います。 

○危機管理監（德田 純君） 

メガソーラー開発といいますか，大規模な開発がある場合，土地利用協議書というのが庁内で回

ってまいります。その中で各課において意見を述べるところがございますが，その中で安心安全課

としてはその開発される地域がどのような防災情報，例えば浸水想定地域に入っているのか，それ

から急傾斜，危険地域に入っているのかというような意見については記入をしているところでござ

います。 

○委員（宮内 博君） 

そういう中で，今日メガソーラーに関しては３か所，現地調査をしたわけです。この３か所につ
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いては，今おっしゃった防災情報の中で急傾斜であったり浸水地域であったりというようなところ

に該当するのですね。 

○危機管理監（德田 純君） 

今回見たところでございますが，隼人ガーデンシティについては過去にも土砂崩れ等がございま

して，一部掛かっているという認識をしおります。また隼人の地域振興課のほうからも過去の災害

状況ということで意見が述べられていたと思っております。 

○委員（宮内 博君） 

改めて今日３か所を見たわけですけれど，特にこれは私の個人的な見解ですけれど後段の部分の

龍馬公園裏側，関平鉱泉の隣接する牧園の開発等については極端に急傾斜地とか，そういうのでは

ないのかなと思うのです。龍馬公園の裏のところも今の地形を大きく変えることはないというふう

におっしゃっていましたし，関平鉱泉のところの部分についても現状の地形を利用して電池を配置

していくのだと。そういう説明を受けたわけですね。そういう状況からすると隼人の野久美田の開

発というのは，現に高低差があるところをなだらかにしてパネルを設置するということになるわけ

です。それで現地でとにかく永水の災害を教訓にして何回も足を運んだというふうにおっしゃって

いましたけれど，セメントを混ぜて固めながらやっていくという工法で全体的に進めるということ

で確認をしたところでありますけれども，ただその工事の途中の雨とかそういうものにどういうふ

うに工夫を凝らしていくのかと，災害対策を講じていくのかというところが大きな課題になってく

るのかなと感じたのですが，三つの計画地の中では最も災害の危険度の高いところなのかなと私自

身も感じているところですけれど，実際に今，危機管理監がおっしゃったように，あそこは県道沿

いの部分が何回か崩落しているので，その辺についてどのような庁内議論をしているのかというこ

とをお示しください。 

○危機管理監（德田 純君） 

庁内議論という形になるかどうか置いておきまして，今日回った３か所について私のほうでは土

地利用協議書が来た段階でチェックして，龍馬公園は今日初めて現地に行ったのですが野久美田と

牧園地域については，野久美田は１回行っております。牧園は三回ぐらい確認に行っております。

そのときに担当の都市計画課の方から協議書が回って来ますので，その中でこういう状況ですけど

大丈夫ですか。というようなことで設計書の中での防災計画を見させて頂いております。それから

林発もございますので林務水産課にも梅雨前には足を運んで，こういうところですけども対策のほ

うは大丈夫ですか。ということでは確認をいたしております。それからその後，６月にこれは庁内

協議という形ですが，梅雨前に一度，市内の危険箇所の洗い出しということ建設部と農水部を主体

に資料を出していただきまして，庁議メンバーの中でこういうところがあるという確認はしている

ところでございます。 

○委員（宮内 博君） 

そういう確認の中で地形上のことだとか開発の規模だとかそういうのを踏まえて，防災上で特段

の手立てを講じる必要があるというようなところまではまだ踏み見込んで議論はされていないとい

うことなのですかね。 

○危機管理監（德田 純君） 

防災上の手立てといいますのが，まず私どものほうでその開発行為とか行っていることに対して

の規制を掛けられるものがございませんので，何かあった場合にどういう連絡系統で動けるのかと

いう話しと，特に牧園のところを一番心配していたのですが総合支所と下の保全地域について地元

説明をやっているか，もし何かあれば牧園のほうでその保全地域のところの確認に行けますかとい

うことはお話をしております。 

○委員（宮内 博君） 

その牧園のところが一番気に掛かっているというのはやはり，周辺に住宅地等がほかの３か所中

で一番多いというようことからの関係なのですか。 
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○危機管理監（德田 純君） 

今日はだいぶ安定した状況でありましたけど，最初の段階ではまだの草も生えてなく，土がむき

出しの状態でございました。その段階で見に行ったときに周りに住宅もあり，近くまで住宅地があ

るというようなところがございましたので，そこは牧園総合支所長と確認をさせて頂いていただい

たところです。 

○危機管理監（德田 純君） 

先ほどの隼人の野久美田のところでございますが，過去の崩れの経歴がございますが土砂災害の

警戒地域ということでの指定はされておりません。 

○委員（今吉歳晴君） 

今日見たところでは，10ha以上，20ha以上と大規模な開発ですが市として施行業者と協議する必

要があるというのは，ほとんど県の許認可に関わることじゃないかと思っていたものですから，市

がタッチできるのはどういうところがありますか。 

○総務部長（川村直人君） 

開発につきましては，都市計画法であれば本市の都市計画課が窓口になって県のほうの許可を得

るわけです。それから林務のほうであれば林地開発ということで，これもやはり県のほうの許可が

いるわけです。したがいまして，こういった開発についての許認可の権限については県が持ってい

るわけですけれども地元の自治体として，その周辺の住民の方々あるいは地域のそういった環境な

どへの影響などがないようにということで地元の市ということで，本市も永水などを例にすれば県

と一緒になっていろいろ動いているのが実情でございます。したがいまして，こういった計画があ

りますと庁内でこういう計画があるので意見を求められるわけでございまして，安心安全課のほう

にも当然そういうものが出てきます。安心安全課についての意見があればそこに，どういった地域

指定がなされているので，その辺は配慮されたい。とかいうようなこと地元の自治体として県に上

げて最終的に県が判断されるわけです。また特に再生可能エネルギーにつきましては，本市はこの

再生可能エネルギーは推進をする立場でございます。ただメガソーラーなどの大きな開発について

は地域の自然環境，生活環境や景観への影響が懸念されるということでこの霧島市再生可能エネル

ギー発電設備の設置に関するガイドラインというのをお示しして設置をする方々に，このガイドラ

インに沿って整備をしていただくようにお願いしておりますので，メガソーラーなどにつきまして

は，このガイドラインの中で担当部署のほうで適切に整備していただくようにお願いをしていると

いうような立場でございます。 

○委員（今吉歳晴君） 

その協議の中に市が入るということでありまして，全ての許認可となると全てを県がするわけで

すね。となりますと，例えば立ち入ったりいろいろ入ったりできる権利というのは当時市にもある

わけですか。指導，監督。そういう権限というのはどうなのでしょう。 

○総務部長（川村直人君） 

これまでも議会の一般質問などの答弁の中にもありますように，許認可権はそういった法に基づ

いて県にあるわけですけれども，地元の自治体として県と一緒になって現場に立ち入る。あるいは

そういう権限がなくても地域の方々の要請があれば市の判断で，当然その事業者の承諾があればと

いうことなのですけれども，そこに立ち入っていろいろ現地の調査などは可能ではないかと思いま

す。なので，市がその法的根拠に基づいての監督・是正・指導とかというのは，きちっと法令で定

められてなければ難しいということでございます。 

○委員長（今吉歳晴君） 

例えば，工事途中で改善をどうしても求めなくてはならないとなった場合は，あくまで県を通じ

てそれについての協議をして，県のほうから指導なり改善を求めるような要望というのをやってい

かなければならないということなのでしょうか。 

○総務部長（川村直人君） 
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そういうことになると思います。 

○委員（新橋 実君） 

ガーデンシティのことですが，あそこについては協定書が結ばれているという話も聞いたわけで

すけども，それは市と自治会と業者さんと結ばれているという形の理解でいいですか。 

○委員長（前島広紀君） 

すいません。協定書に関しましては。都市計画課でありますし。 

○危機管理監（德田 純君） 

都市計画課に行って簿冊を見せて頂いて確認はしております。隅々までは見ていないのですが。

自治会との協定は結ばれていたというふうに確認しております。 

○危機管理監（德田 純君） 

市に関しては記憶にありません。 

○委員長（前島広紀君） 

所管が違いますので。 

○委員（新橋 実君） 

先ほど部長が言われましたけども，例えば自治会との協定書は結ばれているわけですから，協定

に違反したとか，なかなかそれが分からないのですよね。工事がどのような形で進められているの

かということも中まで入っていかないと分からない状況もあります。先ほど宮内議員が言われたよ

うに，現場が崩れたりしたらそういうときには分かると思うのですが，そういう状況というのを報

告とかいうのがここで言えるかどうか分かりませんけど，例えば月に１回とか，そういった情報公

開とか，そういったのについて安心安全課として対応されるような形は取られているのか。どこが

対応されているのか。 

○危機管理監（德田 純君） 

安心安全課のほうで所掌をやっておりませんので，何かあったときにしか分からないというのが

実情でございます。都市計画課のほうでその辺は管理されていると思います。情報公開という形で，

その情報公開と言われるのがどこに対する情報公開なのか，市民に対する情報公開みたいな場なの

か，それとも庁内の中での情報公開の中で変わると思うのですが，庁内の中での情報公開という形

ではなかなか我々はそういったところに行けていないというのが実態でございます。 

○委員（新橋 実君） 

これは，部長がいらっしゃいますのでお願いになりますが，やはり現地を確認することはできな

いと思うわけですよ。せっかく協定書を結んでも，これは所管が違うかも分かりませんけども，や

はり工期も長い訳ですよね。その中で今一番，雨が降ったりすると非常に厳しいような状況にもな

るわけですよ。そういうときに現地に大雨が降ったりして，見に行かなくてはという状況も出てく

るわけです。そこに安心安全課も行かれると思うわけですよ。そいったものを情報公開するような

形でどこかが先頭に立っていかなくてはいけないと思うわけです。そのときは，そこでどこが行か

れるかということについては部長どうですか。 

○総務部長（川村直人君） 

市の内部の話しですので市が協定を結べば内部がどこであろうと市が結ぶわけですので各部署が

連携をして，その協定に盛り込まれた事項を遵守してもらうように当然事業者についてはお願いし

ていくわけです。協定の中身にもよるわけですけれども通常は何もないというのが前提です。通常

はいいいわけですが，例えば大雨が降ってそういった懸念がなされるというような場合については

当然協定を結んだところの担当部署が窓口になって，関係課に連絡をして当然安心安全課のほうも

事前に現地調査をすることになります。それから地域の方々といろいろお話し合いをする場合に安

心安全課という立場で参加をしてくれという要請があれば，当然行くわけです。ですから市として

は関係部署が連携を密にしながら行くわけですけれども，通常安心安全課はいろんなケースに顔を

出すわけにはなかなかいかないわけです。例えば大雨などが降った場合に安心安全課は役所の中で
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司令塔になるわけです。そこで各部署との連携などをしないといけませんので，いざ何かあった場

合には安心安全課は本庁でいろいろ指示系統を出す一番中枢にいなければならないので，そうする

わけですが，かねてのそういった場合については，できるだけ現地のほうにも行って確認をすると

そして安心安全課だけではなくて，そういうところに行くときはできるだけ多くの関係部署が一緒

になって行くようにしておりますので，私たちも平時についてはそのような状況よく把握をしてい

くと，今こういった大きな開発が市の中でなされているというようなことはいつも把握をするよう

に努力はしているところでございます。 

○委員（新橋 実君） 

これは敷根地区の上のほうでも上之段のところで太陽光発電所をやっているわけですけども，そ

こで非常に大きな問題があったわけです。それを見つけたのは地元の住民だったわけです。これは

安心安全課には関係がないかもしれませんが，排水の問題でパイプを下におろして，それが大雨で

流されて，流されたというか普通はまっすぐ来ないといけないのが曲がりくねって排水ができる状

態ではなかったわけですよ。それは住民が山に行ってみたら，杭とかが打ってあったけれども曲が

りくねって，この排水が排水になるかということで直接，工事関係者に言って直してもらったよう

な状況もあったわけです。それに対して住民から市に言えば市が対応してくれたかもしれませんが，

そういうことも結構あるわけです。だから，そのときにどこがどういう形で対応するかということ

も非常に大事なことだとます。あそこについては協定も結んでいないような状況もあったものです

から，今ここで言ったわけですけど，その辺はしっかり住民の方にもそういったことも，部長がい

らっしゃいますので言いますけど，そういったことも対応していただけるように今後お願いしたい

と思います。 

○副委員（平原志保君） 

三つ見せていただいて，完成後のお話をちょっと伺ったのですけれども，完成後に常勤で管理人

を置くこと言われたところと，まだ分からないというふうに伺ったところとありました。市のほう

ではこの幾つかのメガソーラーができてきていますけれど，この完成後の管理については何かその

報告といいますか，受けてどこに連絡すればいいかというか，全部把握されているものなのでしょ

うか。 

○委員長（前島広紀君） 

これに関しても安心安全課の所管ではないと思いますけれど，何か話ができることがあれば。 

○危機管理監（德田 純君） 

安心安全課，所管外になりますので答えることは難しいのですが，生活環境部のほうでガイドラ

インですね，再生可能エネルギー発電設備の設置に関するガイドラインとかを出しておりますので

そちらのほうが答えを持っておられるのかなと思います。 

○委員（宮内 博君） 

先ほどですね，安心安全課の場合はいざ事が起こったときには庁内にいて，司令塔の役割を果た

すということであったのですけども，その役割をきちんと発揮できるかどうかというところの問題

ですけれど，実際にどういう開発があったって，そしてどんな災害の危険があってという事前の情

報といいますかね，そういうものについてはかねてからこの安心安全課のほうに一定の情報が集ま

るという仕組みがあるのですか。 

○危機管理監（德田 純君） 

今委員の言われたことにつきましては，担当課のほうからこちらのほうに連絡を頂くという形に

なると思います。なるべく私どものほうからもお願いはしているところです。何かあったらそうい

うことを教えてくださいということを願いはしているところですが，基本的には担当課のほうから

ということになると思います。 

○委員（宮内 博君） 

メガソーラーにしても，排水対策にしても関係するその部署というのが様々に及ぶわけですよね。
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都市計画であったり耕地関係であり森林関係であったりというようなことで，それでそこをきちん

と束ねてと言いましょうか，そこも参加をして集団的に議論をして，どういう手立てが必要なのか

ということを日常的に議論するという仕組というのがないと，いざ事があったときには，司令塔と

なっている部分はそこに振り分けの役割しか果たせないということが起こり得るのではないかなと

そんなふうにも思うわけです。現に７月14日の災害では実際そういう経験も私いたしました。それ

で，それをどういうふうにしていくのかというのが一つの大きな課題だろうというふうに私は捉え

ているのですけど，例えばそのメガソーラーの問題でありましても市と開発業者で結んでいる協定

書ですね，そこの中にはきちんとその防災についての記述というのが書かれているわけですよね。

それで野久美田の会社と霧島市が結んでいるのは第９条の中に事業の施行に当たっての関係機関か

ら指示・指導，そういうものに従う義務であるとかですね。あるいはその必要な防災施設の整理で

あるとかいうのをきっちりやりなさいよということが書いてあるのですけど。これはどちらかと言

うとハード面ですよね，ハード面であるけれども事が起こったときには，その安心安全課のほうで

対応をしなきゃいけない部分がたくさん出てくるというようなことになるわけですけど，その辺は

今議論の途中なのでしょうか。 

○総務部長（川村直人君） 

なかなか線引きというのは，はっきり引くのは難しいわけなのですけれども，ハード面について

あるいはハード面の改修などについては当然担当課がございますのでそれぞれの事業課なりで対応

していくわけです。安心安全課については例えば，直接の防災無線の整備とかそういうものについ

ては事業主体となるわけですが，主に住民の避難とかそれから訓練，様々な防災関係の啓発そうい

ったところを主にしているわけですので，先ほどありましたその協定などについても防災面の協定

があれば，なかなか担当をする部署と安心安全課との連携というのは非常に大事なことだと思いま

す。委員御指摘のとおり私たちの安心安全課ではやはり，そういったどういう施設でそういう協定

が結ばれているというのはきちんと把握していくべきだと考えております。庁内でもその辺のとこ

ろは周知してやっていきたいと思っております。それから台風などについては，特に今年は多かっ

たですので，庁内でこういう場合には自動的に会議をするので集まろうとかですね，そういうある

程度の防災に対する備えというのについては，台風に関しては進んだと思います。あと今年は大雨

の件がございました。そしてまだ，地震につてもありがたいことに大きな地震がないわけですけれ

ども，地震はなかなか予期が難しいですので，その地震について今後どうしていくかそれに伴って

海沿いでは津波の心配もございますので，そういうのは今後も続けていかなければならないし，ち

ょうど福山地区の海の地域の方々にはそういう計画なども予定されておりますので，今後は進んで

いくのかなと思っております。いずれにしましても防災につきましては安心安全課がそういった災

害が懸念されるような箇所の把握とかというのは担当部署ときちっと連携をしていって，事前に回

避できるような措置を市としても講じていかなければならないというふうに考えておりますので，

庁内の連携を今後も重要にしていきたいと思います。 

○委員長（前島広紀君） 

メガソーラーに関して何か質問がございますか。私も今回３か所，視察をさせて頂きまして感じ

たことは３か所とも地域住民への説明が十分なされていると感じましたし，また３か所とも，特に

２番目のところにおきましても地域住民との協力といいますか，その道路を拡幅するとか，そうい

うことで地域への恩恵もあるというふうに感じましたし，牧園におきましても近くに民家があると

いうことなどもありまして，台風が近づいたときは台風の情報を事前に調べながら，その地域に会

社から出向いて対策をとると，そういう十分な対応をしていると感じましたところですので，これ

からも議会もまた協力しながら，その辺りの確認をしながら進めていきたいというふうに思ったと

ころです。これに関してはこれでよろしいでしょうか。 

 

  △ 【所管事務調査】 隼人姫城の雨水排水と防災について 
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○委員長（前島広紀君） 

７月14日に発生しました，隼人姫城地区における豪雨災害の件に関して，全体的な集中豪雨に対

する防災の面から質疑を行いたいと思います。どなたかいらっしゃいませんか。 

○委員（宮内 博君） 

7月14日の豪雨災害というのは，23年振りに床上浸水の複数の被害が出たということなのですね。

それで，それを軽減する取組としてはハード面ということになるわけですけれども，受けたときに

どういう手立てを取っていくのかという点で安心安全課が関わっている部分というのはどうのよう

になるのですかね。まずそこのところをお示しください。 

○危機管理監（德田 純君） 

ソフト面が安心安全課の関わる分野になりますけれども，一つは，防災意識の啓発ということで

普段からそういう危険な箇所のところにつきましては，こういうことが起こったらこういう避難を

してください。若しくは早めの避難をしてください。というようなことを啓発していくということ

になります。姫城地区につきましては，今年の４月19日に公民館長，自治会長も含めてたまたまで

すけれども，梅雨前に内水氾濫する地域などで一回防災講座をしてくれということで呼ばれて行っ

てですね，そこでこういうときは早目に避難してください。若しくは内水氾濫して外へ出られない

ときには高いところに避難をして水が引くのを待ってください。というようなことをやっておりま

す。もう一つは，普段はそういうことで啓発をすると，若しくは自主防災組織の訓練に参加して，

同じ啓発なのですけども意識を高めて頂く，というようなことになると思います。実際に災害が起

こりそうな場合については，いつ避難をして頂くかというようなところ判断をするというのが安心

安全課の業務になってくるのかなというふうに思っております。 

○委員（宮内 博君） 

実際に現場に行ってですね，見る見るうちに水位が上がってくるわけですよね。そういうときに

機敏に例えばその周辺の人たちに避難を呼びかける。それから水が上がってくると，もう外に出ら

れないという状況が現実に目の前で広がってくるわけなのですけれども，確かに３号機排水路の周

辺はゴムボートが出ているというようなことで，私が行ったのは11時頃でしたかね，だいぶ状況が

落ちついているというか。少しずつ水が引き始めているそんな状況のときであったわけですけれど，

あそこは，ポンプが止まったということがあって，そういう手立てを取るなど，潜水服を着た消防

士の方もいらっしゃいましたから恐らくごみを取り除く，そういう試みもやったのかなと思ったの

ですけれど。例えば西郷どん湯の周辺では何も機材がなかったわけですよね。それで私自信もその

近くに住んでいらっしゃる方を消防団員の方に担いでもらって，そして私の車で天降川共同利用施

設まで，お二人ですね，搬送したというようなことがあったのですけれど。水害というのは自由に

外に出られない状況が発生してしまうと，いうようなことであるものですから，その辺の対応とい

うのは今回の災害を受けてどのような議論をしているのでしょうか。 

○危機管理監（德田 純君） 

水害といいますのは，一つは外水氾濫という川が氾濫するものが一番危ないというか一番被害が

大きくなる分でございますが。これについては河川監視のシステム等を見ながら水位を確認して，

ある時期で，今回は９時30分に避難準備情報ということで対応できる。一番難しいのは内水氾濫で

す。先ほど委員が言われたように見る見るうちに水位が上がってくる。ただし，内水氾濫は水位が

上がるけれども下がることもあるという特性がございます。まず一つは先ほど言いました，まず，

そういうときには高いところに早く避難をしてくださいということを皆さんが認識をしていただく

ようにしなければいけないということと，今回８月の25日に関係部署が集まって検討をしたのです

が，まず一番いいのは内水氾濫が起こらないようにするべきだということで用水と排水をどういう

ふうにバランスをとったらいいのか，そこで消防団の排水機場のポンプを回すタイミングはどうい

うふうにしたらいいのかというようなことを議論いた。そこで今回，一つの試案として用水の半分
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閉じてやってみようかということで，台風時期は対応したところでございます。もう一つは現場の

状況を，要するに安心安全のほうで避難情報を出す，出さない，の判断をしなきゃいけませんので，

その情報を正確に上げてくれと，でないとこちらも判断できないということがございます。今回，

７月14日については，それが錯綜しておりまして現場の状況が，姫城のほうはある程度冠水をしま

したという情報は上がってきたのですが，日当山の西郷どんからはその情報が上がって来なかった

ということで，こちらとしてもあちらがそこまで水が溜まっているとはなかなか分からなかった。

後になって分かったのですけど。そういう教訓がありましたので，今日排水機場に入られた方は報

告要領というのが貼ってあったと思うのですが，ポンプ場の中ですね。８月25日に協議をしてその

報告要領を，誰が来ても報告できるように手順化してくれということで消防局にお願いをして，来

たらこれに基づいて報告をしなさいというようなのを作って頂いた。それが消防局に連絡が入れば

安心安全課にもすぐ入りますので，消防団経由になると方面隊長に一旦入ってから来るのでちょっ

と遅くなるので，直でそういう場合は消防局に報告してくれと消防局と安心安全課でやり取りをし

て本当に避難，地域的にここの住民の方は垂直避難をしてくださいっていう放送をするかしないか

という判断に資するようなことをしたいということで検討して試行しています。今のところ私ども

ではこれぐらいしかできないのかなと，もう一つは監視を人間ではなく，システムとして何かでき

ないかというのを検討しているところで，できればそういう人間が見えないところ，例えば夜間で

あればサーマルカメラという熱映像のカメラで見ると夜間でも霧が出ていても，大概の雨でも熱を

捉えますので見えます。そういうので，できないだろうかというのを今検討しているところでござ

います。 

○委員（宮内 博君） 

今日は，平原課長もお見えですので，お聴きをしておきたいのですけど，３号機排水機場の不具

合というのは合併直前の平成15年８月でしたか，同じようにプラスチックごみを吸い込んで同じと

ころで止まったということがあったのですよね。それで日当山第２分団が定期的に確認して試運転

などもやった上で，そういうトラブルがないようにしているということだったのですが，合併前の

そういうトラブルがまた起こったことで，実際にその点検項目の中にそういった過去にトラブルが

あったというようなことっていうことに目配りをするようにというようなことは配慮されてなかっ

たのかなというふうに思ったのですけど，その辺はどうだったですかね。 

○隼人地域振興課長（平原一幸君） 

宮内委員がおっしゃるとおり過去に廃棄物がありまして，ポンプが止まったという状況がござい

ました。私どもは年一回，各排水機場を３地区の消防団と契約を結んでいるわけなのですが，特に

管理に関しての部分なので細かい部分についての契約内容については従来の通りだというふうに認

識しております。 

○委員（宮内 博君） 

恐らく，その機械が正常に稼働するのかどうかというようなことが重点ではなかったのかなとい

うふうに思うのですけれど，そういうことで理解していいですか。 

○隼人地域振興課長（平原一幸君） 

機械につきましては現地でも申し上げましたように施設の点検業務は，専門業者にお願いしてお

りまして，これにつきましては６月の初旬から点検をしておりまして，７月14日の豪雨災害の発生

前には正常に稼働しておりましたので，要するに異物の混入につきましてはその後，御覧のとおり

網とかそういう対策をしまして，今まで六，七年そういう状況はなかったわけです。ただ，それに

つきましては雨量の水位がどこまでいったのかというのはその年によって違うのですけれども，今

回そういった状況を踏まえまして網目やら防護ネットにつきましては，材質とか強度とかあるいは

網目の隙間が少ない，それからごみの取りやすいような網の形状ですかね，そういうのを検討しま

して新たに替えてあります。 

○委員（宮内 博君） 



10 

 

６月の28日，29日だったと思うのですけれども，あのときはポンプが稼働していたはずなのです

よね。私はそのときは野鶴亭ところにおりまして，前の市道で大体，腰辺りまで水が来ている状況

でしたので，７月14日までは無かったですけれどもポンプは稼働していたわけですよね。ただ水の

量そのものがそんなにそこまでなかったので，ネット超えて異物が流れ込むというようなところま

ではなかったのではと思うのだけれども，そのときにその兆候というものは確認できなかったのか

なと。後からあの辺に集められているごみを見て感じたところなのですけれども，あそこだけをス

クリーンからポンプまで10ｍぐらい離れていて，その空間があってそこを防護ネットで止めている

という形状になっている。ほかのところはスクリーンから直でポンプのところにいけるような形に

なっているわけですよね。あそこだけが例外的なつくり方をしていて，もちろん土地の条件だとか，

いろんなそれができない悪条件が重なっているからそうせざるをえなかったということなのですけ

れど，そこのところはやはり今後の防護ネット以外に方法がないのか，直で流れるような形でもう

少し構造的な対応をするとか，そういうことでするということと同時に，もう一つの消防団に対し

てそこのところをきちっと点検ができるような形で指示も出していくということが必要だろうと思

うのですけど，その辺はどんな対応を今後していこうという議論がされておりますか。 

○隼人地域振興課長（平原一幸君） 

９月の一般質問でも申し上げたと思うのですが，廃水路の対策につきまして３案ほど出してみま

した。これにつきましては予算的な部分もありますので今後検討させてくださいというような話を

いたしました。ただ11月までにつきましては現状のネット方式の形でいこうということを決めまし

たけれども，先ほど申し上げましたように，いろんなネットでもごみが取りやすいような，あるい

は，掛からないようなそういうネットに替えてございます。しばらく様子を見ながら今後予算的な

ものありますけども３案のうちで検討していきたいなというふうに考えているとこでございます。 

○委員長（前島広紀君） 

今ちょっとすいません。安心安全課の所管から少し離れてきたのかなと思いますので，ここまで

でお願いします。 

○委員（宮内 博君） 

部長のほうにお尋ねしたいのですけれども，消防団がそういう形で定期的に確認をしていても同

じような事故が起こったということを踏まえて次年度からの取組にどういうふうに生かしていこう

というふうに検討をなされているか，そこのところちょっと御紹介いただけますか。 

○総務部長（川村直人君） 

消防団につきましては，当然消防局の所管でありますので，そういうポンプの今回のようなこと

が繰り返さないような措置というのは当然，地元であります隼人の地域振興課も一緒になりながら

取り組んでいるところです。それで隼人姫城地区のこういった水害については平成５年の災害を受

けまして，この排水機場などが設置をされているというふうに伺っております。それから地域の状

況というのはすごく変っているとは思うわけです。もう二十年以上経っておりますので，それで９

月の補正予算で今回のそういった，姫城地区で床下浸水などがありましたので，原因究明をしよう

ということで予算も計上させていただいたところです。その辺の結果が出ましたら，また議会の皆

さんにもお知らせできるかと思いますけれども，どういったところに原因があって今回のような。

たまたま天降川は氾濫しませんでしたけれども，そういった内水面のほうでなったのかというとこ

ろの究明をいたしまして，それに対応できるような対策を講じていかなければ，抜本的な解決とい

うのはなかなかできないわけです。ある程度はこれまでもこういう状況があって一定以上の降雨が

あれば，ああいう形で繰り返されてきたわけですけれども，せっかく平成５年にかなりの金額の事

業になったと思うのですけれども，そういうことをしてまた今回ああいう形になったということで

すので，この辺を結果が出ましたらどういった対策が必要なのか，この辺はまた庁内のほうでも進

めていくようになっておりますので，結果が出てからという具体的なことにはなるかと思います。

それとかねてのそういうポンプの点検とかですね，そういうことについては，今回もそういうこと
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がございましたので消防局それから隼人地域振興課とも消防団とも調整をしてそのようなことがな

いように努めていきたいと思います。 

○委員長（前島広紀君） 

今度，原因調査をするということですので，それに対しまして安心安全課としての対応策を十分

検討していただきたいというふうに要望したいと思います。ほかにありませんか。 

［「なし」と言う声あり］ 

ないようですので，これで質疑を終わります。ここでしばらく休憩いたします。 

 

「休 憩  午後３時７分」 

「再 開  午後３時８分」 

 

○委員長（前島広紀君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。次に，今回の所管事務調査についての自由討議を行いますの

で，御意見がございましたら，ここで御発言をお願いします。 

○委員（宮内 博君） 

まず，メガソーラーの関係でありますけれど，メガソーラーに限らず災害ということで考えてい

きますと，先ほど部長のほうにも今の庁舎内の縦の構造だけで対応できない，この複雑な問題が絡

んで議論をしていかなければきちっと対応できないというのが災害だろうというふうに思うのです。

それで，そこのところは非常に大事なことだというふうに部長自身も受け止めていらして，今後そ

ういった議論もしていきたいということでありましたけれど，まずは，そこに尽きると思うのです

よね。それで実際に立地協定が結ばれているのですけど，そこの中に防災に対する記述などもしっ

かりと書かれているのですけど，それはどうしてもハード部分だけでことを処理すればいいとか，

そういう議論になりがちではないのかなというふうに思いますので，実際に安心安全課は事，災害

が起こったときには司令塔の役割を果たさなきゃいけないというようなことですけれども，実際に

どういう危険性があって，どういう災害が起こったというようなところを十分掌握できるためには

常日頃の縦横の連携がなければなかなか事が起こったときに的確な判断，そしてその対策というの

ができないのではないのかなというふうに感じるのです。ですからもう少しそういう面では庁内で

も議論してほしいなというふうに思いますし，私どもからも議会からもこのことは繰り返し求めて

いかなければいけないのではないのかなというふうに今日も感じたということだけは申し上げてお

きたいと思います。 

○委員（常盤信一君） 

今日のガーデンシティの関係を含めてメガソーラーを３か所，雨水対策の防災についてというこ

とで現地調査をさせて頂きましたが，よく考えてみますと霧島市が姶良カルデラの一環であり同時

にジオパークに認定され，川・海・火山もあるという自然豊かなところになるわけですが，だから

ゆえに各種の開発が進むとなれば様々な災害が予期されるという点では，いい視察になったという

ふうに私は思います。したがいまして，そういう中で工事前，工事中，工事後の対応の仕方あるい

は管理の仕方等を含めて地域住民との関わり，業者との関わり，行政がどういう対応をすべきなの

かという点が私自信も大変学習になったような気がしますし，先ほど宮内委員が言われましたよう

に行政の縦横の連携というのは非常に大事だなというふうに思います。したがいまして，そういっ

た点ではうちに所管するところに関わらず開発に伴う議論は十分してほしいなというのもつくづく

感じたところです。そういう意味で今日の視察と行政の説明を聞いてあってはならないことですけ

れども，各種の災害を受け学習をしながら対応をしてきているのではないかというふうに思ったり

もします。併せて予算対策上の問題ですがそこに関わる地域の方々の声も十分配慮しながらどうい

う対応をしていくのか，あるいは五年十年先を見通した対応の仕方も含めて議論をすべきではない

かとつくづく感じたところです。 
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○委員長（前島広紀君） 

ほかにございませんか。 

［「なし」と言う声あり］ 

ないようですのでこれで所管事務調査にかかわる自由討議を終わります。 

 

△ 委員長報告の確認 

 

○委員長（前島広紀君） 

以上で予定しておりました調査を終了いたしましたけれども，本日の所管事務調査にかかわる委

員長報告について協議をいたします。本会議の報告についてどのように取り扱うか御意見はござい

ませんか。 

○委員（宮内 博君） 

本会議ではしっかり報告をして頂きたいと思います。特に庁内の連携ということは欠かせない課

題だと思いますのでそこのところを含めて，委員長・副委員長で調整を頂いて報告書を作っていた

だければありがたいなと思います。 

○委員（新橋 実君） 

私もそう思うのですけど。特に霧島市は再生可能エネルギーを進めていくという中で今回もこう

いう形で３件進められているわけです。これからもこういう開発が今後も起こる可能性もあります。

そういった中で霧島市は今後どういうふうな形で災害が起こらないようにやっていくかということ

も含めて，今回のこの所管事務調査でしっかりと各課の連携ということも含めて，どういうふうな

形で対応していくということを報告していただくことによって，いろんな形で各課の担当の方もよ

く分かると思いますのでしっかりとそこら辺は，委員長，副委員長よろしくお願いします。 

○委員長（前島広紀君） 

今，本会議で報告をするという御意見でありましたしたがどうしましょうか。 

［「報告する」という声あり。］ 

では，報告するということでありますけれども，委員長報告に当たり付帯意見をまとめたいと思

いますけれども今発言があったような内容でよろしいでしょうか。 

［「はい」と言う声あり］ 

はい，それではそのようにさせていただきます。次にその他に入りますけれども皆様のほうから

何かございませんでしょうか。 

［「なし」と言う声あり］ 

ほかにないようですので，以上で本日の委員会を閉会いたします。 

 

「閉 会  午後 ３時１５分」 

 

 

以上，本委員会の概要と相違ないことを認め，ここに署名する。 

 

 委員長   前 島 広 紀 

 


